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平
成
２９
年

今
年
は
人

，

用
市
制

１
０
０
Ｈ
年

の
■

で

わ
れ
た
中
　
お
お
む
た

「
大
蛇
山
一
ま
つ

員
ω
人
ほ
ど
参
加
し
　

，
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま

さ
て
　
左
記
の
と
お
―，

，
季
人
祭
を
行
い
ま
す
の
で

の
参
加
を
お
頭
い
し
ま
す
．

一
　

レ
一　
≒

　ヽ
９
月
ｒ
日

（
口
一

“
峙

一
　

と

こ

ろ

ケ
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奥
祁
城
前
」

，
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用
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し
て
お
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ま
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ぐ
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も
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た
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ん
の
方
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項
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与
論
会
の
動
き

同  至 自

奥
都
城
清
“
　
３
　
５
地
区
但
当

奥
都
城
お
硫
参
り
　
約
２
０
０
名
お
参
０
す
る

人
，

ロ
ケ
論
教
育
文
化
交
流
訪
問
回
出
発

２
泊
３
日
　
ｒ
名
訪
問

■
従
　
奥
都
城
に
て
交
流
会

ニ
ーーー
坑
　
〓
泄
と
　
万
田
■
見
学

地
区

，
当

館
　
Ｈ
叫
よ
う

平
成
”
年

４

月
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▼
次
の
方
が
わ
Ｌ
く
な
０
に
な
０
ま
し
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謹
ん
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，
位
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表
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心
か
ら
ご
冥
福
を
お
析
０
中
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Ｌ
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ま
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1テ■IT成2911,o月 10

市
制
Ⅷ
周
年
の
支
え
に

与
論
先
祖
を
慰
霊

人
，
―――
　
荒
尾
地
区
与
市
会

（町
許
二
会
長
）
主
催
の
与
洲
奥
都
城
幕
季

人
卜
が
２
口
、
大
●
Ｈ
市
昭
和
町
の
奥
都
城

（納
Ｉ
●
一
前
広
場
で
開
催
さ

れ
　
ｉ
省
者
も
合
わ
せ
て
約
６
５
０
人
が
参
丼
．
砿
郷
与
綺
島
か
ら
離
れ
た

こ
の
地
で
二
泄
炭
鉱
の
●
２
“
業
な
ど
を
通
じ
て
日
本
の
産
業
近
代
化
に
貫

駅
―
た́
先
＝
の
普
″″
て
た
た
え
　
感
計
の
意
を
こ
め
て

，
ｉ
し
た
。

郷
十
七
■
や
神
職
に
よ
る
机
詞
奏
Ｌ
　
Ｉ
■
本
て
ん
に

，
い
て
町
会
長
が

あ
い
き
つ
．

大
，

田
　
荒
宅
地
区

，
論
会
の
前
ン
で
あ
る
与
洲
奥
椰
城
会
の
初
代
会
彙

川
ｎ
■
●
さ
ん
ら
が
か
っ
て

，
論
町
に

，
”
し
た
●
山
幕
２
枚
を
管
理
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

一第
二
の
社
郷
で
あ
る
人
■
‐――
　
荒
К
で

，
つ
て
」

と
昨
年
二
ら
れ
て
き
て
　
今
大
会
で
も
会
場
に
よ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
紹
介
．
５
月
ｒ
口
に
は
３
年
■
杭
で

，
読
中
学
驚
の
修
学
旅

，
で
の
訪
両

を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
ど
を
明
か
し

一
ソ
メ
ィ
ョ
シ
ノ
は
ま
だ
咲
き
初
め
だ

が
　
７
年
前
の
二
池
移
■
１
０
０
周
年
の
際
に
記
念
植
樹
し
た
し
だ
れ
桜
３

本
が
満
問
な
の
か
う
れ
し
い
」
と
述
べ
　
今
後
も
故
郷
与
識
と
の
交
流
を
統

け
て
い
く
■
い
な
ど
を
語
っ
た

市
い
て
野
田
国
義
参
議
院
議
員
が
昨
年
夏
の
大
キ
ーーー
与
論
教
育
文
化
交
流

訂
円
口
に
参
加
し
た
思
い
出
な
ど
　
大
桁
克
己
県
議
会
議
員
は
誕
生
し
た
ば

か
り
の
大

，
田
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ジ
ャ
ー
坊
」
が
手
に
つ
る

は
し
を

，
ち
　
キ
ャ
ン
ブ
ラ
ン
プ
去
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
　
市
同
１
０
０
同

年
を
迎
え
た
大
率
―――
は
二
池
炭
鉱
と
共
に
発
展
し
て
き
た
ま
ら
で
あ
り
　
そ

れ
を
支
え
た
の
が
与
読
出
身
者
ら
で
あ
る
こ
と
を
強
調
．

そ
の
後
　
‘
過
■
告
な
ど
も

，
わ
れ
　
参
加
者
は
近
況
■
告
を
し
な
が
ら

懇
初
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
３
Ｈ
　
市
明
浙
報

案
共
‘
ｒ
後
　
演
■
大
会
を
ｍ
■
．
地
元
で
有
名
な
プ
リ
ン
マ
マ
　
一琉
球

″
師
指
導
者
）
と
練
■
上
　
同
　
堀
田
雅
史
氏
娘
婿
の
純
で

，―‐
■
”
義
　
美

，
　
■
ご

，
■
と

，
日
さ
ん
の
“
で
掘
Ш
虎
太
郎
さ
ん
の
３
人
で
津
‘
三
味

級
に
よ
る
Ｌ
と
演
４
．
人

，
日
　
荒
尾
地
区

，
流
会
の
二
線
会
の
演
奏
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
■
さ
ん
と
共
し
み
ま
し
た
が
　
後
＋
に
天
候
急
変

し
興
山
強
く
し
ば
し
中
断
　
最
後
の
２
演
口
を
■
し
中
止
と
な
り
■
念
な
結

果
と
な
り
ま
し
た
．
出
演
趾

い
た
‘
様
に
は
大
変
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
．

今
回
も
特
様
よ
つ
た
く
さ
ん
の
ご
ナ
■
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご

報
肯
い
た
し
ま
す
．

※
別
紙
面
に
て
＝
載
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2,■ 11月 10日 与 論 会 だ よ り ,,111:り  1・

有
明
新
報

む
つ
ご
ろ
う
よ
り

平
成
２９
年
春
季
大
祭
ご
寄
贈
者
氏
名

沖
縄
●
島
の
■
北
４
に
近
い
詭
郷
の
二
奢

局̈
に
向
か
っ
て
過
■
す
る
人
た

ち
　
今
年
は
人
候
ヤ
陽
気
に
も
恵
ま
れ
　
例
年
よ
０
多
●
約
６
５
０
人
が

，

洲
奥
都
工
前
に
ヽ
っ
た
．
奥
都
城
と
は
喜
所
の
こ
と
で
　
こ
こ
は

，
論
出
身

イ
が
先
■
を
件
姜
す
る
た
め
の
納
仕
上
で
あ
る
▼
人
●
田
市
制
１
０
０
筒
年

の
春
を
迎
え
た
が
、
そ
れ
よ
り
１
０
７
年
前
の
明
治
■

トー
９
１
〇
一
年
に

，
論
出
身
者
は
長
崎
県
日
原
十
日
の
口
之
計
か
ら
三
池

一人
，

田
　
荒
尾
）

に
渡
っ
て
き
た
。
そ
れ
ま
で

二
池
炭
鉱
で
掴

っ
た
石
炭
は
小
型
船
で
回
之
ユ

ま
で
逗
ば
れ
た
▼
二
池
炭
は
そ
こ
か
ら
大
型
船
で
国
内
外
に
世
繊
　
日
本
近

代
化
は
も
ち
ろ
ん
海
外
の
産
業
発
展
も
支
え
た
　
●
■
作
業
に
不
眠
不
体
の

労
働
で
ヽ
力
し
た
の
が
与
論
の
人
た
ち
　
９
年
前
の
〓
池
鉱
１
０
０
周
年
の

嗜
も
そ
の
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
た
．
そ
の
功
績
は
市
制
１
０
０
周

年
の
今
　
あ
ら
た
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
▼
ｔ
□
の
兜
都
城
〓
季
大

祭
．
動
物
国
と
の
■
界
に
あ
る
ソ
メ
ィ
ヨ
シ
ノ
は
咲
き
ｈ
め
た
ば
か
―，
だ
つ

た
が
　
二
池
杉
住
１
０
０
口
年
の
際
に
当
時
の

，
論
肛
長
ら
と
　
描
に
記
●

他
樹
し
た
３
本
の
し
だ
れ
桜
は
ま
き
に
満
ｍ
▼
婦
省
し
た
息
子
や
娘
が
連
れ

て
ヽ
たヽ
孫
や
ひ
孫
と

一
続
に
訪
れ
　
バ
ラ
ジ

（親
成
）
な
ど
同
じ
ユ
ン
ヌ
ン

チ
ュ

（，
読
出
身
〓
）
と
し
て
の
絆
を
“
か
め
合
う
人
た
ち
　
実
顔
で
近
況

報
告
す
る
姿
を
見
る
と
　
こ
ち
ら
の
頬
も
思
わ
ず
撥
む
▼
琉
球
と
ｔ
実
の
文

化
が
融
合
し
た
与
語

島
．
二
線
の
切
な
く
郷
愁
を
誘
う
音
色
が
式
工
後
の
演

芸
大
会
で

一
常
に
響
い
た
．
に
ぎ
や
か
な
由
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
く
る
人
た

ち
は
は
じ
け
ん
ば
か
―，
の
実
疎
．
旧
延
命
中
学
■
の
す
ぐ
近
く
に

一
二
泄
の

中
の
与
ユ
叩
●
一
は
あ
る

ｌ

Ｈ

ｉ

●

●
明
11

i

１
万
２
千
円

１
万
円

１
万
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

３
千
円

３
千
円

３
千
円

２
千
円

２
■
円

２
千
円

２
■
円

ｌ
■
円

ｌ
■
円

企
銭
の
部

［剌
¨
一枷
♂

波

ヒ
ツ
エ

祥

Ｈ
　
雲
　
社

社

債
ユ
■

一
郎

様

仰
―――
　
う
占

ほ

夫
４
１１１
支
授
の
会

任

“
　
　
茂
治

雄

加
帳
　
嗜

一　
任

●
山
　
　
道

様

ド
ーーー
　
恵
範

抒

本
　
　
恵
前

任

掘
　
●一
颯

，

抒

晨
山
　
一ｏ
■

様

早
Ｈ
　
速
雄

様

ホ
　
　
一一
止

抒

Ｉ
尾
タ
ツ
エ

■

松
延
　
ｉ
Ｌ

，

水
■
『
　

守

祥

―――
日
　
官
雄

様

物
品
の
部

清

洒

２

本
　
仲
野
　
ｋ
業

情

洒

２

本

自

曇

社

清

洒

１

本
　
竹
内
　
幹

一

ビ
ー
ル
ー
絶
　
山
―――
想
美
ｒ

ビ
ー
ル
ー
箱
　
ト
ン
　
ト
ン

ピ
ー
ル
ー
絶
　
市
　
　
民
也

ビ
ー
ル
ー
箔
　
堀
　
　
息
子

泡

盛

４

ネ
　
出

，
　
信
雄

ミ
ヽ
ッ

ン
ー
ク

ト

ウ
ト

ガ

ナ

シ
様 様 i様 様 様 lF様
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今
の
生
活

先
人
の
お
か
げ

大
牟
田

・
荒
尾
へ
修
学
旅
行

与
論
中
生
徒
が
感
謝
示
す

に
児
島
県
火
鳥
郡

，
請
町
立

，
論
中
学
■

一大
●
満
明
社
長
一
の
２
年
十

ら
が
修
学
旅
行
で
ｒ
日
　
●
ユ
如
ゆ
か
―，
の
人

，
□
　
九
尾
の
両
市
を
訪
問

先
，

や
班
は
か
眠
る
人

，
日
市
昭
和
町
の
納
■
●

「
与
洲
奥
都
城
一
で
　
二

泄
炭
鉱
の
仕
役
“
業
な
ど
で
日
本
の
発
展
や
世
界
の
産
業
近
代
化
に
貢
献
し

た
与
論
山
″
‘
の
道
徳
を
し
の
ん
だ
‐

沖
縄
県
那
罰
市
に
向
か
い
宿
泊
　
“
□
に
那
場
か
ら
空
路
で
“
日
入
り
．
人

，
”
天
満
官
参
■
ム
に
長
崎
市
内
で
原
燿
資
料
館
な
ど
を
■
学
　
同
Ｈ
は
Ｆ

賀
県
式
麟
市
内
に
泊
ま
っ
た

ｒ
日
は
武
雄
か
ら
バ
ス
２
●
で
大
キ
Π
　
荒
尾
へ
．
奥
都
城
で
の
交
流
会

，
に
　
旧
三
井
港
倶
染
椰
と
言
―――
■
を
バ
ス
●
中
か
ら
見
学
　
世
界
文
化
せ

Ｌ
と
な
っ
た
三
泄
■
の
間
円
や
今
は
輸
入
炭
の
貯
炭

，
と
な

っ
て
い
る
ＩＨ
新

港
肛
社
宅
跡
地
　
方
Ш
坑
は
パ
ス
を
降
つ
て

，
学
．
万
田
坑
は
現
地
で
ガ
イ

ド
を
務
め
る
●
論
出
身
者

一
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ
）
の
＾
内
で
学
脅
し
た
．

同
日
午
後
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
遊
回
地
の
ア
ト
ラ
タ
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し

た

だ
を
出 り
]洲
え 奥
た 都

●

域

(
Iよ

大
牟
|ロ

荒
1宅

lt

lス

与
論
会
の

町
薇

会
長
り

カ
'

イi

破

ら ,
職 論
員 中
5の
人 修

学
添 ,|
■ ●
貝 団
の 1ま

:「

ZZ
■

■

15リ
H女
|= 46
ケ 人
論 と
と ラ
が ■
ら の
フ 野
工 円
り |:
l

で ″

町
会
Ｌ
は

，
論
の
人
先
上
ら
の
ヽ
力
を
■

勤
勉
で
計
議
心
豊
か

く
先
れ
を
′
う

『誠
の
心
」
の
キ
品
一
と
絶
賛

三
従
代
た
の
栞
本
国
志
君
は

一重
サ
働
　
低
賃

，
で
も
協
力
し
合
い
碩
張

―
続
け
た
■
人
た
ち
に
車
畝
と
感
謝
の
気
■
ち
で
い
つ
ば
い
．

，
論
で

，

明
る
く
笑
顔
の
絶
え
な
い
生
活
が
で
き
て
い
る
の
は
ｔ
輩
方
の
お
か
げ
」
と

あ
い
さ
つ
し
　
町
会
長
に
お
上
■
の
お
東
ｒ
を
晰
呈
　
野
円
″
頭
は

，
論
方

言
を
変
え
な
が
ら
わ
札
の
ご
葉
を
逃
べ
た
．

与
論
会
か
ら
は
人

，
日
市
公
人
キ
ャ
ラ
タ
タ
ー

■
ン
ャ
ー
坊
」
缶
パ
ッ
チ

や
同
市
か
ら
贈
ら
れ
た
三
池
ケ
鉱
関
係
の
資
料
な
ど
が
ブ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
．

５
月
”
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
明
新
無

:1ヽ |′′:.
,

′

‖:|

忍

順
■
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与 論 会 だ よ り

第
４‐
回
与
論
会
総
会
開
催

大
牟
口
　
荒
尾
地
区
与
論
会
で
は
７
月
２
日

（日
）
午
後
―
時
３０
分

よ
り
三
港
与
洲
会
館
に
て
第
４‐
回
定
期
総
会
を
開
催
。

平
成
四
年
度
の
行
事
ｒ
ｔ
や
工
算
な
ど
を
審
読
し
ま
し
た
　
人

，
ｍ
市
制

１
０
０
同
年
の
記
念
■

，
　
お
お
む
た
人
に
山
ま
つ
０

一
１
万
人
の
で
飾
つ
」

（７
１‐
２２
日
）
に
は
約
Ю
人
で
参
加
．
０
員
与
論
会
の
法
餃
を
着
用
す
る
こ

と
を
徹
底
．
当
――
午
″
１
時
よ
り
与
洲
会
郎
に
て
練
習
後
参
加
す
る
こ
と
を

確
認
．

４
■
５
月
ｒ
＝
に
は

，
論
申
学
校
修
学
旅
行
で
生
徒
“
名
引
〓
添
未
者
計

り
名
、
与
洲
奥
椰
域
で
参
抒
交
流
会
を
行
い
朝
岡
光
男
氏
の
用
意
し
た
●
■

＋
で
説
明
案
内
を

，
な
い
ま
し
た
．

案^
内
先

¨
析
せ
町
港
“
所
社
ｔ
跡
地

旧

二
■
港
供
楽
部
　
―――
二
―――
坑
　
三
池
港
一

今
年
も
８
月
５
１１
か
ら
７
Ｈ
ま
で
２
泊
３
日
の
日
程
で
約
ｍ
名

一
人

，
田

ケ
詭
教
十
文
化
交
流
訪
円
団
一
を
派
遣
す
る
こ
と
な
ど
を
＝
告
‐

総
会
で
は
物
故
者
へ
の
外
と
う
や
町
会
長
の
あ
い
き
つ
な
ど
に
“
い
て
お

年
度
の
経
過
や
決
算
　
監
査
の
各
Ｉ
告
を
承
認
．
”
年
度
の

，
十
予
定
や
■

算
な
ど
を
決
め
ま
し
た
．
（別
κ
参
照
）

ま
た
　
総
会
の
質
疑
に
答
の
中
で
　
歓
老
会
の
話
が
あ
―，
　
前
回
は
平
成

力
■
ｍ
月
％
Ｈ
白
髯
■
別
ヽ

（工
名
）
に
て
開
催
し
ま
し
た
が
　
次
国
の
開

化
に
向
け
て
資
料
Ｆ
Ｉ，
を
行
い
ま
す
の
で
　
ド
ヽ
宛
に
家
族
靡
成
記
入
の
資

料

（与
〓
爽
ム
だ
よ
り
に
添
付
）
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
　
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
　
薇
老

，
，

そ
に
は
記
念
品
を
用
意
し
ま
す

―
１
１
１
“
― =‐

1,ど

農
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2117■ IT咸 !9年 ,9月 o日 ,論 会 だ よ り ■:● l J!

与
論
出
身
者
が
お
盆
参
り

奥
都
城
前
で
知
人
再
会

人
■
―――
　
荒
尾
地
区
与
論
公

（町
隷
二
会
長
一
は
Ｂ
口
　
人

，
国
市
昭
和

町
の
与
洲
奥
都
城

（納
，

■
）
で
お
壼
参
り
を

，
い
　
ｉ
省
イ
を

，
め
約
２

０
０
人
の

，
読
出
身
者

（
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ェ
一
ら
が
先
担
を
慰
●
　
奥
都
城
前

広
場
で
交
流
　
同
郷
の
仲
間
や
バ
ラ
ジ

規^
成
）
と
の
再
会
を
喜
び
合
っ
た
．

町
会
長
は

「晴
人
に
■
ま
れ
ご
先
担
も
●
ば
れ
て
い
る
は
ず
　
ゆ
っ
く
０

と
懇
軋
し
て
く
だ
さ
い
一
レ
呼
び
掛
け
た
．

さ
ら
の

「
Ю
年
前
に
始
ま

つ
た
大

，
国
ヶ
硫
秋
青
文
化
交
流
計
問
口
派
遣

は
５
年
前
に
台
風
で
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
ｍ
岡
□
．
今
月
５
日
か
ら
２
泊

３
日
の
予
定
は
台
風
接
近
で
ヽ
口
か
ら
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
　
１７
人
で
行

っ
て
き
ま
す

一
′
証
明
．
ス
，
回
で
　
区
切
―，
つ
け
た
い
」
と
同
訪
問
団
と

し
て
は
量
後
の
派
遣
と
な

，
そ
う
な
こ
と
も
町
会
長
が
述
べ
た
．

与
議
会
会
員
や
訪
問
団
で
常
■
の
教
育
関
係
者
ら
が
　
二
颯
の
■
き
語
つ

で
，

論
民
話
な
ど
が
流
れ
る
中
で
懇
刹
．
与
論
壮
こ
の
ｉ
粘
焼
酎
な
ど
を
飲

み
な
が
ら
懇
盟
し
た

８
月
１７
日
　
　
万
円
新
報

ｔ
記
の
方
々
よ
０
ご
片
■
を

● 野 地
1恵

紀  子
rt iタ

J二 lll

5  5  5
千 千 千
11サ  ||| :コ

ミ

ツ
シ

ー

ク

ト

ウ

ト

ガ

ナ

シ

大牟田 荒尾
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